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愛知県経営者協会への要請

青空裁判 完全勝利
一日も早い救済と公害根絶を
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住友軽金属前での集会

大
気
汚
染
に
苦
し
め
ら
れ
て

き
た
名
古
屋
南
部
地
域
の
住
民

た
ち
が
、
十
一
年
余
に
わ
た
っ

て
た
た
か
っ
て
き
た
名
古
屋
南

部
大
気
汚
染
公
害
訴
訟
裁
判
は

十
一
月
二
七
日
、
名
古
屋
地
裁

が
国
と
企
業
の
加
害
責
任
を
断

罪
す
る
「
完
全
勝
利
」
の
判
決

を
下
し
ま
し
た
。

そ
の
瞬
間
、
裁
判
所
前
に
集

ま
っ
た
約
一
〇
〇
〇
人
の
原
告

・
支
援
者
か
ら
は
、
大
歓
声
と

拍
手
が
沸
き
上
が
り
ま
し
た
。

原
告
の
一
人
亀
井
さ
ん
は
、

「
勝
利
を
目
前
に
死
ん
だ
夫
は

本
当
に
無
念
。
病
院
に
通
う
だ

け
が
仕
事
の
毎
日
で
、
本
当
に

辛
そ
う
だ
っ
た
。
一
日
も
早
い

全
面
解
決
を
望
み
ま
す
」
と
涙

な
が
ら
に
話
し
ま
し
た
。

午
後
か
ら
お
こ
な
わ
れ
た
被

告
企
業
と
の
交
渉
で
は
、
原
告

団
長
の
田
部
井
さ
ん
が
「
謝
罪

と
全
面
解
決
に
向
け
て
誠
意
あ

る
態
度
」
を
求
め
ま
し
た
。
し

か
し
被
告
企
業
の
謝
罪
の
言
葉

は
な
く
、
「
判
決
は
厳
粛
に
受

け
止
め
る
が
、
詳
細
を
検
討
し

今
後
の
態
度
を
決
め
た
い
」
と

い
う
態
度
に
原
告
、
支
援
者
か

ら
怒
り
の
声
が
い
っ
せ
い
に
上

が
り
ま
し
た
。

深
夜
に
結
ば
れ
た
確
認
書
で

は
、
「
全
面
解
決
に
相
互
が
誠

意
を
持
っ
て
あ
た
る
こ
と
な

ど
」
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

長
期
の
裁
判
に
よ
り
三
分
の

一
の
原
告
が
亡
く
な
っ
て
い
ま

す
。
一
日
も
早
い
救
済
と
公
害

根
絶
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

こ
の
秋
最
大
の
取
り
組
み
と

な
っ
た
「
１１
・
１５
あ
い
ち
秋
の

行
動
デ
ー
」
は
、
名
鉄
、
Ｊ

Ｒ
、
地
下
鉄
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
な
ど
県
下
２１６
の
駅
頭
で
早
朝

宣
伝
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

豊
田
・
加
茂
労
連
で
は
、駅
頭

で
た
っ
た
一
人
で
ビ
ラ
を
撒
く

組
合
員
な
ど
奮
闘
し
ま
し
た
。

日
中
は
市
外
の
地
域
労
連

が
、
「
雇
用
対
策
と
東
海
豪
雨

災
害
支
援
な
ど
」
を
各
自
治
体

に
要
請
し
ま
し
た
。

名
古
屋
市
内
で
は
、
名
中
セ

ン
タ
ー
が
栄
総
行
動
を
、
港
地

区
労
が
港
総
行
動
を
取
り
組
み

ま
し
た
。

港
総
行
動
で
は
、
「
住
軽
九

争
議
の
早
期
解
決
」
を
求
め
、

終
日
行
動
し
ま
し
た
。
昼
休
み

集
会
の
後
住
軽
金
ま
で
、
雨
の

中
一
〇
〇
人
が
デ
モ
行
進
。
住

軽
金
で
は
門
前
払
い
だ
っ
た
要

請
団
を
、
初
め
て
会
議
室
に
入

れ
ま
し
た
。

愛
知
県
交
渉
で
は
、
東
海
豪

雨
災
害
で
の
生
活
再
建
支
援
の

県
独
自
の
対
策
を
迫
り
ま
し
た

が
、
国
基
準
と
い
う
冷
た
回
答

で
し
た
。
参
加
者
は
、
「
鳥
取

で
は
三
〇
〇
万
円
の
再
建
支
援

を
し
て
い
る
の
に
な
ぜ
愛
知
で

で
き
な
い
の
か
。
万
博
・
空
港

よ
り
生
活
再
建
に
税
金
を
！
」

と
迫
り
ま
し
た
。

県
経
営
者
協
会
や
商
工
会
議

所
に
は
、
「
愛
知
就
職
難
に
泣

き
寝
入
り
し
な
い
女
子
学
生
の

会
」
の
代
表
が
、
雇
用
創
出
を

訴
え
ま
し
た
。
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ああ
いい
ちち
秋秋
のの
行行
動動
デデ
ーー

大学生の就職難は超氷河期！いつまで続くのか、終りの見えない就職活動
に、就職難を仲間と力を合わせてうち破ぶろうと「就職難に泣き寝入りしな
い女子学生の会」が活動しています。

就就職職難難にに泣泣きき寝寝入入りりししなないい女女子子学学生生のの会会

県
下
２１６
カ
所
で
朝朝
宣
伝
行
動

眠眠
れれ
なな
いい
日日
々々

今
春
の
大
学
卒
業
者
の
就
職

率
は
戦
後
最
悪
を
記
録
し
、
今

年
の
一
〇
月
一
日
現
在
の
就
職

内
定
率
は
、
大
学
生
男
子
で
六

六
、
〇
％
、
大
学
生
女
子
で
五

九
、
七
％
、
短
大
生
で
三
六
、

六
％
。
就
職
戦
線
は
超
超
…
…

氷
河
期
が
続
い
て
い
ま
す
。

企
業
の
採
用
は
年
々
早
ま

り
、
今
年
は
三
年
生
の
夏
か
ら

就
職
活
動
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。「

愛
知
就
職
難
に
泣
き
寝
入

り
し
な
い
女
子
学
生
の
会
」
は

今
年
六
月
に
、
就
職
説
明
会
場

で
大
学
生
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取

り
ま
し
た
。

応
じ
て
く
れ
た
学
生
は
、

「
い
つ
ま
で
続
く
の
か
、
続
け

ら
れ
る
の
か
不
安
」
「
就
職
で

き
な
か
っ
た
ら
ど
う
す
る
か
」

「
連
絡
が
届
か
な
く
て
眠
れ
な

い
日
が
あ
る
」
な
ど
な
ど
悲
痛

な
声
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

女
子
学
生
の
就
職
難
は
さ
ら

に
深
刻
。
均
等
法
違
反
に
な
る

た
め
、
採
用
差
別
は
表
に
出
ま

せ
ん
が
、
資
料
請
求
し
て
も
送

っ
て
こ
な
い
。
や
っ
と
た
ど
り

着
い
た
面
接
で
は
、
「
女
子
は

取
る
つ
も
り
は
な
い
」
「
彼
氏

が
い
る
の
か
。
結
婚
し
た
ら
や

め
る
の
か
」
な
ど
、
セ
ク
ハ
ラ

面
接
が
横
行
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、就
職
活
動
の
た
め
学

業
に
専
念
で
き
な
い
事
態
も
深

刻
で
す
。ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

「
会
社
説
明
会
が
平
日
に
あ
る

た
め
に
学
校
の
授
業
を
休
ま
ざ

る
得
な
い
」「
大
学
生
な
の
に
大

学
の
勉
強
が
で
き
な
い
」と
答

え
て
い
ま
す
。

愛愛
労労
連連
とと
共共
同同
しし
てて

学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、
安

心
し
て
働
き
た
い
と
「
女
子
学

生
の
会
」
は
１１
・
１５
あ
い
ち
秋

の
行
動
デ
ー
に
、
愛
労
連
と
と

も
に
県
や
経
営
者
協
会
、
商
工

会
議
所
に
、
「
雇
用
拡
大
や
就

職
活
動
に
対
す
る
一
定
の
ル
ー

ル
を
作
る
こ
と
」
な
ど
を
要
請

し
ま
し
た
。
ま
た
、
学
生
の
た

め
の
就
職
・
ア
ル
バ
イ
ト
一
一

〇
番
も
お
こ
な
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
国
や
県
・
企
業

に
就
職
難
を
な
く
す
よ
う
要
請

し
て
い
き
ま
す
。

愛
知
就
職
難
に
泣
き
寝
入
り

し
な
い
女
子
学
生
の
会
代
表

・
薄
美
穂
子
さ
ん
は
―

私
の
通
っ
て
い
る
福
祉
大
学

で
も
就
職
内
定
率
が
十
一
月
現

在
、
二
六
％
で
、
緊
急
の
就
職

ガ
イ
ダ
ン
ス
を
や
り
ま
し
た
。

友
人
は
施
設
に
介
護
実
習
に

行
っ
て
、
人
手
が
足
ら
な
く
学

ん
だ
こ
と
と
現
場
で
の
実
態
に

ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
す
ぎ
て
、
働

く
の
が
怖
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
就
職
し
た
先
輩
た
ち

の
話
を
聞
い
て
も
、
リ
ス
ト
ラ

で
人
手
が
減
り
、
そ
の
分
仕
事

が
忙
し
く
な
り
、
深
夜
ま
で
の

残
業
は
ザ
ラ
。
も
ち
ろ
ん
サ
ー

ビ
ス
残
業
も
。
い
つ
も
、
ゆ
と

り
を
持
っ
て
仕
事
を
し
た
い
と

言
っ
て
い
ま
す
。

学
校
で
学
ん
だ
こ
と
が
生
か

せ
る
仕
事
に
就
き
、
安
心
し
て

働
け
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め

に
が
ん
ば
り
ま
す
。

１１月２３日、「就職難をふっとばそう！」とシンポジ
ウムのあと、リクルートスーツパレードをする女子
学生の会の仲間

１月１３日 愛労連・春闘共闘２００１年大学習会
１３時～名古屋市公会堂４Ｆホール
愛労連２００１年旗びらき
１８時～愛知県勤労会館小ホール

１月２８日 愛労連第２４回臨時大会
名古屋市国際会議場

来春の日程

就就職職内内定定率率６６３３..７７％％
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筆者紹介は２面
で
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車を修理・買い替えした時は


車の修理が１０月までかかった
�自動車税が一カ月分返ってきます。
たとえば２Ｌ～２．５Ｌの車だと４５，０００円の
一カ月分で


去年買った車がパーっ� 仕方がないので買い替えた
�１２／１５までに買い替えた場合前の車の年式に応じて取
得税が一部戻ってきます。
たとえば昨年取得価格２００万で買った車を水害のため新
たに２００万の車を買った場合

東海豪雨で車・住宅被害にあったみなさんへ

確定申告の手続きすれば

〇家財・車の被害に応じて所得税が還ってきます。
１月から行われる確定申告の雑損控除といいます。

たとえば８０万円の被害だと認められれば
税率１０％で８万円が戻ってきます。

〇ご安心下さい
家族の状況、前年の所得などから簡単に計算ができ
ます。１２月中旬には「簡便法」の案内ができます。

タンスも冷蔵庫も
みんなダメになったけど
書類なんか残ってないわ

２０００年１２月１０日

自動車税・自動車取得税が

税金が戻ってきます

愛
知
県
は
財
政
難
を
理
由

に
、
今
年
八
月
か
ら
実
施
し

た
、
障
害
者
・
乳
幼
児
な
ど
の

福
祉
医
療
費
の
一
部
負
担
を
、

来
年
度
は
一
旦
、
見
合
わ
せ
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

障
害
者
団
体
の
座
り
込
み
、

愛
知
社
保
協
の
自
治
体
キ
ャ
ラ

バ
ン
な
ど
世
論
と
運
動
に
押
さ

れ
て
の
実
施
で
す
。

県
や
名
古
屋
市
の
来
年
度
予

算
で
の
新
た
な
一
〇
％
補
助
金

削
減
反
対
で
座
り
込
み
を
実
施

し
た
（
十
二
月
四
日
〜
七
日
・

県
庁
前
）
障
害
者
三
団
体
の
事

務
局
・
松
原
さ
ん
は
、
「
県
に

倣
っ
て
一
部
負
担
を
導
入
し
た

名
古
屋
市
に
対
し
、
見
直
す
よ

う
運
動
を
強
め
た
い
」
と
決
意

を
語
り
ま
し
た
。

来来年年１１月月かかららとと
りりくくみみまますす。。
おお問問いいああわわせせはは
各各組組合合ままたたはは愛愛
労労連連ままでで

保
育
予
算
削
減
・
給
食
も
外
部
委
託
化
へ
�

補助金カット 見合わせ

反対運動の成果だ�

いりなか保育園

山本美江子さん

自公保の悪政に
書く材料に事欠きません

愛 労 連

●●
月
・
水
・
金
の

１０
時
〜
１３
時

●●
�（
〇
五
六
六
）

八
二
―
五
〇
二
〇

私
が
保
育
園
に
就
職
し
た

の
は
、
今
か
ら
一
八
年
前
、

二
八
才
の
時
で
し
た
。
ち
ょ

う
ど
名
古
屋
市
が
四
五
名
定

員
の
保
育
園
に
二
名
の
正
規

調
理
員
を
増
加
し
た
頃
で
し

た
。仕

事
に
就
い
た
当
時
は
保

育
時
間
も
朝
、
七
時
四
五
分

か
ら
一
八
時
ま
で
、
現
在
の

よ
う
に
一
九
時
、
一
九
時
三

〇
分
が
あ
た
り
前
と
い
う
状

況
で
な
く
、
父
母
に
も
余
裕

が
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
年
々
労
働
実

態
も
厳
し
く
な
り
、
保
育
時

間
も
伸
び
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
に
と
も
な
い
、

子
ど
も
の
食
生
活
に
影
響
が

出
始
め
、
給
食
室
も
今
ま
で

以
上
に
子
ど
も
の
生
活
リ
ズ

ム
を
保
育
士
と
と
も
に
つ
か

み
、
子
ど
も
に
と
っ
て
、
よ

り
よ
い
給
食
と
は
を
研
究
、

実
践
し
て
い
ま
す
。

国
は
、
給
食
外
部
委
託
化

を
打
ち
出
し
て
き
て
お
り
、

そ
れ
に
呼
応
す
る
自
治
体
も

出
て
き
て
い
ま
す
。
名
古
屋

市
で
も
、
今
ま
で
、
正
職
員

で
配
置
し
て
い
た
人
数
を
減

ら
し
、
パ
ー
ト
化
を
決
め
ま

し
た
。
完
全
民
間
委
託
化
の

方
向
に
動
き
始
め
て
い
ま

す
。も

う
一
つ
、
調
理
員
の
格

付
け
を
、
と
も
に
子
ど
も
の

発
達
を
保
障
す
る
立
場
か

ら
、
保
育
士
と
同
様
の
格
付

け
に
し
て
欲
し
い
の
で
す
。

公
私
格
差
是
正
も
あ
り
、

賃
金
も
厳
し
い
！
民
間
委
託

で
リ
ス
ト
ラ
の
危
機
！

こ
ん
な
市
政
を
変
え
る
に

は
、
市
長
を
変
え
る
し
か
な

い
で
す
ね
。

パート、臨時労組連絡会の結成（１１月１７日）

１１２２
月月
かか
らら

労労
働働
相相
談談
開開
始始

第９１号

十
一
月
十
七
日
、
全
労
連

は
、
増
え
続
け
る
非
正
規
雇
用

労
働
者
の
要
求
実
現
め
ざ
し
て

「
パ
ー
ト
・
臨
時
労
組
連
絡

会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

全
雇
用
労
働
者
の
う
ち
四
分

の
一
は
パ
ー
ト
・
派
遣
な
ど
の

非
正
規
雇
用
労
働
者
。
こ
の
一

年
間
、
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

は
六
二
万
人
増
、
派
遣
労
働
者

は
一
〇
万
人
も
増
え
て
い
ま

す
。
政
府
・
財
界
の
二
十
一
世

紀
戦
略
の
も
と
で
、
増
え
続
け

る
非
正
規
雇
用
労
働
者
。
し
か

し
組
織
率
は
、
わ
ず
か
二
・
五

％
で
す
。

ス
タ
ー
ト
集
会
で
全
労
連
小

林
議
長
は
、
「
賃
金
の
底
上
げ

無
く
し
て
大
幅
賃
上
げ
な
し
、

パ
ー
ト
・
派
遣
労
働
者
の
労
働

条
件
改
善
無
く
し
て
、
正
規
労

働
者
の
改
善
な
し
」
と
結
成
の

意
義
を
訴
え
ま
し
た
。

●●

ス
タ
ー
ト
集
会
に
参
加
し
た

三
河
市
民
生
協
労
組
の
虻
川
よ

し
子
さ
ん
は
、
（
パ
ー
ト
部
会

部
長
）
「
結
成
は
本
当
に
嬉
し

い
」
と
感
慨
深
げ
で
す
。
虻
川

さ
ん
た
ち
は
、
一
〇
年
前
に
組

合
に
入
り
、
切
実
な
要
求
を
実

現
し
て
き
ま
し
た
。

三
河
市
民
生
協
で
も
今
や
、

正
規
よ
り
パ
ー
ト
が
多
い
逆
転

現
象
。
パ
ー
ト
が
い
な
い
と
仕

事
が
回
わ
ら
な
い
の
が
実
態
で

す
。正

職
と
ほ
と
ん
ど
か
わ
ら
な

い
仕
事
を
こ
な
す
パ
ー
ト
労
働

者
。
仕
事
に
対
す
る
意
識
も
変

化
し
て
い
ま
す
。
仕
事
の
密
度

は
高
く
、
時
間
内
で
こ
な
せ
な

け
れ
ば
、
場
合
に
よ
っ
て
は
家

に
持
ち
帰
る
サ
ー
ビ
ス
残
業
も

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
一
〇
三

万
円
の
壁
を
越
え
て
も
働
き
た

い
人
が
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

し
か
し
時
給
は
初
年
度
で
七

九
五
円
。
年
々
わ
ず
か
ば
か
り

上
が
り
ま
す
が
、
五
年
目
で
頭

打
ち
で
す
。
「
せ
め
て
高
卒
初

任
給
と
同
等
の
時
給
を
」
と
い

う
の
が
パ
ー
ト
部
会
の
要
求
で

す
。
労
組
連
絡
会
が
掲
げ
る
要

求
「
差
別
撤
廃
と
均
等
待
遇
」

は
、
み
ん
な
の
強
い
願
い
で

す
。組

合
で
は
、
地
域
最
賃
の
引

き
上
げ
が
重
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
春
闘
の
交
渉
時
、
折
り

に
ふ
れ
て
、
「
地
域
の
人
た
ち

よ
り
高
い
時
給
を
払
っ
て
い
ま

す
」
と
い
わ
れ
、
地
域
最
賃
が

あ
が
ら
な
い
と
自
分
た
ち
の
賃

金
が
上
が
ら
な
い
こ
と
を
実
感

し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
「
地
域
の
パ

ー
ト
労
組
連
絡
会
は
必
要
だ

し
、
パ
ー
ト
の
組
織
化
を
本
気

に
な
っ
て
や
っ
て
欲
し
い
！
」

と
虻
川
さ
ん
。
パ
ー
ト
労
働
者

の
本
格
的
な
組
織
化
が
臨
ま
れ

ま
す
。

高高
木木

徹徹
ささ
んん
（
愛
労
連

西
三
河
ブ
ロ
ッ
ク
事
務
局
次
長
）

差
別
な
ん
て
許
さ
へ
ん



（２）
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おお
なな
じじ
みみ
政政
治治
風風
刺刺
漫漫
画画
のの
作作
者者

愛
労
連
機
関
紙
や
ニ
ュ
ー

ス
、
愛
高
教
情
報
な
ど
で
お

な
じ
み
の
、
小
気
味
い
い
風

刺
の
効
い
た
政
治
漫
画
。
作

者
は
高
木
徹
さ
ん
。

漫
画
を
書
き
始
め
た
の

は
、
愛
高
教
の
組
合
活
動
を

始
め
た
三
〇
年
前
に
さ
か
の

ぼ
り
ま
す
。
漫
画
を
書
く
よ

う
に
な
り
政
治
に
は
敏
感
に

な
り
ま
し
た
。

退
職
し
た
今
は
、
な
ら
せ

ば
一
日
一
本
ぐ
ら
い
の
割
合

で
筆
を
と
り
ま
す
。
自
公
保

政
権
の
悪
政
が
続
く
中
、

「
書
く
題
材
に
は
事
欠
か
な

い
」
そ
う
で
す
。

高
木
さ
ん
の
も
う
一
つ
の

顔
は
、
西
三
河
ブ
ロ
ッ
ク
の

事
務
局
次
長
。
事
務
所
は
高

木
さ
ん
宅
の
一
角
に
あ
る
プ

レ
ハ
ブ
。
同
僚
だ
っ
た
桜
井

さ
ん
（
西
三
南
労
連
議
長
）

に
頼
ま
れ
て
手
伝
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
「
今
の
と
こ

ろ
は
幹
事
会
の
時
の
お
茶
だ

し
で
す
」
と
謙
遜
。
一
二
月

か
ら
週
三
日
、
月
・
水
・
金

の
一
〇
時
か
ら
一
三
時
ま
で

労
働
相
談
を
受
け
ま
す
。

今
ま
で
は
、
週
二
回
の
趣

味
の
テ
ニ
ス
と
定
時
制
高
校

の
非
常
勤
講
師
が
主
な
活

動
。
こ
れ
か
ら
は
労
働
相
談

で
忙
し
く
な
り
そ
う
で
す
。

「
地
域
の
労
働
者
が
気
軽

に
電
話
し
て
、
立
ち
寄
っ
て

く
れ
る
事
務
所
に
し
た
い
」

と
豊
富
を
語
り
ま
す
。

政
治
漫
画
は
、
愛
労
連
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
試
験
的
に

公
開
を
始
め
て
い
ま
す
。

「
機
関
紙
や
ニ
ュ
ー
ス
な

ど
、
ど
ん
ど
ん
活
用
し
て
く

れ
た
ら
う
れ
し
い
な
ぁ
ー
」

正
規
と
同
じ
仕
事
し
て
る
の
に

全労連
パ
ー
ト

臨

時
・
労
組
連
絡
会
結
成

ス
タ
ー
ト
集
会
に
参
加
し
た

三
河
市
民
生
協
労
組
虻
川
さ
ん

県
庁
前
で
す
わ
り
こ
み
�（
十
二
月
七
日
）

子どもの成長にとって食事
は

大切�―父母にも食生活の大

切さを話します

福福祉祉
医医療療

４６，４００円戻ります

愛愛
知知
県県

変変���
名名古古屋屋市市政政

３７５０円戻ります
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